
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

明けましておめでとうございます。 

本年もどうぞみつばち大磯をよろしくお願い致します。 

みつばち大磯 第 27号 

令和 5年 1月 1日 

中郡大磯町生沢 491 

TEL:0463-72-5329 

FAX:0463-72-5472 

発行管理者：伊東京香 

文責：添田正直 

↑イチゴの花 

添田さんから一言 

2023年１1月の売上は 1,575,424

円 

直近の１年間の売上は平均円

1,399,174円/月 

１1月の工賃は１，０１８０００円でした。 

（売り上げの 3分の２を利用者さんに

分配） 

 

 

ご

報
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 あけましておめでとうございます。 

              理事長 添田正直 

年の始めにあたり、ソーシャルファーム大磯の今年の目標を

あげます。 

1 あたらしい建物の建築 

３年前に、施設の定員が２０名を超え、３０名の在籍利 

用者数となったことから、すべてがせまくなり、作業休養

室・食堂・加工室・トイレ・事務室からなる約１７０㎡の新しい

建物の建築を県に申請しました。 

  農地に建てるので、県の機関からの特別な認可が必要に

なります。しかし、平成１１年建築の９００㎡のすでにあるガ

ラス温室が平成１７年の神奈川県の職員が作った取り決め

「温室は、透明あるいは半透明のフィルムとし、これを満た

さなければ建築物とみなし、建築確認申請をしなければな

らない。」に違反している疑いがあるという理由でいまだ

に許可が下りていません。 

そして、違反の疑いがあるから調査し報告せよとの指 

 

示に従い調査し返答をしましたが、気に入らないよう

で同じ質問が更に２度くりかえされています。 

 この３年の間、狭いがゆえにコロナ対応は厳しいもの

がありました。県が更に遅延行為をするならば裁判

所に訴えるつもりで弁護士と相談しております。そし

て今年度中の建設を目指します。 

 

２ 農家レストランの開業 

今年の 9 月 1 日を目標として、大磯町の横溝障害

福祉センターの２階で農家レストランＡＯＢＡＴＯを開

きます。青鳩は（大磯）町の鳥で福祉ショップ「あおば

と」から頂きました。メインはトマトカレーで自家製の

４種類のレタスとトマトのサラダ付きです。カフェも

併設し 11時から 16時までの営業時間を予定してい

ます。 

この２つの目標に尽力する所存ですのでよろしくお願

い致します。 

 

イチゴの販売 

今年もイチゴの販売が始まりました。販売中で

ある事を知らせる看板もイチゴのハウスの前

に建てられています。価格は 1 パック５００円

です。（社販価格は４００円になります。） 

ツヤのある濃い赤色でどこか可愛らしさも感

じるイチゴ。良ければお求めてしてみては？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回は１月１８日で、特製トマトカレーになります。 

担当は伊東さんと二宮さんです。お楽しみに！！ 

１月４日から出勤で

す。 

６日、８日、１３日、２７

日は半日出勤となり

ます。 

 

もちつき大会！ 

１２月 12日に毎年恒例のもちつき大会を行い

ました。３キロのもち米を６袋分蒸してみんな

で交代に杵（きね）を使ってもちをつきました。

しっかり力強くもちをつく人や楽しく笑いなが

らつく人、少しドキドキしながらつく人など

色々な反応が見れました。ついたおもちはそ

の後かたくり粉にまぶしながら丸めて成形し

て皆さんに配られました。しょう油やのり、き

な粉や餡子（あんこ）、大磯学園から頂いた大

根やなっとうなど各々好きな味付けにして頂

きました。佐藤さんと柏木さんがキュウリの漬

物を差し入れして下さったのでそちらも美味

しく頂きました。また来年同じように楽しいも

ちつきができるといいですね。 

職員紹介 

新年を迎えると共に新しい女性の職員内田さんが来まし

た。ヘルパーの経験があり、趣味は運動で担当業務は当面

はトマトになります。利用者さんと接する上で気を付けて

いる事は「コミュニケーションを自らとること」との事です。

これから宜しくお願い致します。 

焼き芋とたき火 
トマトの裏手でトマトの枯れた茎や葉などの

植物残滓（ざんさい）を定期的に燃やしてい

ます。今回は一緒に焼き芋も行いました。レ

ンジに軽くかけてから火にくべましたが外側

が焦げてしまいした。中身はちゃんとほくほ

くにできました。このたき火の作業ですが、

休日・祝日など公園に人が多くいる日や幼稚

園の園児がいる時は風向きによっては煙が

公園の方に行ってしまうのでそういった時間

は避けて行っています。燃やした草木灰（そ

うもくばい）は田んぼの肥料として有効活用

しています。 

出勤日のお知らせ 


